
2027年国際園芸博覧会一般参加催事開催業務公募型プロポーザル評価基準
別紙１

A B C D E

1
○ 事業の趣旨・目的及び背景を十分に理解しているか。
〇「花・アート・体験型プログラム」を核とした催事の狙いを踏まえた提案となっているか。
〇 来場者の参加・交流の促進につながる視点が盛り込まれているか。

10点 10 8 6 4 2

2

○ 花・アート・体験型プログラムを効果的に組み合わせた企画となっているか。
○ 催事全体として統一感・ストーリー性のある構成となっているか。
○ 独自性や工夫が見られ、来場者の関心をひく内容となっているか。
○ 地域的な特性を理解し、工夫された内容となっているか。

15点 15 12 9 6 3

3
○ 催事プログラムの内容・構成・進行計画が具体的に示されているか。
○ 実施スケジュールや運営方法が明確で、実現性が高いか。
○ 集客力や話題性が期待できる内容となっているか。

15点 15 12 9 6 3

4
○ 制作物の内容が催事目的に適合しているか。
○ 設営・撤去計画が現実的で、会場条件を踏まえたものとなっているか。
○ 安全対策やリスクへの配慮がなされているか。

10点 10 8 6 4 2

5
○ 想定される回数・規模に対応できる運営体制が整っているか。
○ 材料準備、講師対応、進行管理が適切に計画されているか。
○ 来場者が参加しやすい工夫がなされているか。

10点 10 8 6 4 2

6
○ 運営マニュアルの作成や当日の進行体制が明確か。
〇 スタッフの役割分担や指揮命令系統が整理されているか。
〇 トラブル発生時の対応や関係者との連絡体制が考慮されているか。

10点 10 8 6 4 2

7
○ 催事の魅力を効果的に伝える広報手法が提案されているか。
○ WEB・SNS等を活用した情報発信が適切に計画されているか。
○ 記録写真・動画の撮影及び活用方法が明確か。

5点 5 4 3 2 1

8
〇 業務管理者及び担当者の経験・実績が十分か。
〇 必要な人員が適切に配置され、役割分担が明確か。
〇 催事を明確に実施できる信頼性のある体制となっているか。

5点 5 4 3 2 1

9 ○ 見積額は適切かつ安価であるか。 20点 20 16 12 8 4

100点
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